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風車稼働日報・月報自動作成プログラムの開発 
 

新谷 一朗 
 

 

要 旨 

応用力学研究所風工学分野では、各地に設置された風車の野外試験が長期間にわたって実施

されている。そして、日々の風況や発電性能に関する計測データをもとに、試験の日報およ

び月報を作成している。今回、この日報・月報を作成する作業を単純化するため、Python を

用いて、日付を入力するだけで風車の稼働日報および月報が自動で作成できるプログラムを

開発した。本稿では、当該プログラムの概要について説明する。 
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１. はじめに 

風工学分野では、風力エネルギー促進のため、

風車の研究・開発を進めている。その一環として、

各地に風車を設置し、風況や発電量を日々計測す

る実証実験が行われている。各地で計測されたデ

ータは、学内に設置しているサーバに自動で日々

送られてくる [1]。技術職員とテクニカルスタッフ

は、送られてきたデータをもとに風車稼働日報お

よび月報を作成し、関係者に展開している。 

前年度までは、筆者が伊都地区にある風車を担

当し、残りを他のスタッフが担当していた。しか

し、スタッフの退職および筆者の業務内容変更に

より、風車稼働日報・月報作成業務は、同分野の

新しいスタッフ 2 名が担当することになった。 

そこで、伊都地区に設置されている定格出力

3kW（1 時間で最大 3kW の出力が可能である）

風車 1～5 号機の稼働日報および月報を、未経験

者でも容易に作業できるように自動作成プログ

ラムを開発した。 

 
２. 作業時に使用するデータ・雛形 

２-１．送付される計測データ 

図 1 に、毎日学内のサーバに自動で送られてく

る計測データファイルの内容を一部抜粋して示

す。データファイルは CSV 形式であり、風車ご

とに 1 日につき 1 つのファイルが作成される。フ

ァイルには、1 秒ごとに計測された風速や発電出

力など計 34 項目の値が書き込まれている。1 秒

 

 
 

図 1 計測データファイル（一部抜粋） 
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ごとに計測するため、1 日分のデータは 86,400

（24h×60m×60s）個作成される。しかし、所々欠

測が発生しているため、86,400 個の計測データが

あるのは稀である。計測データファイルには、欠

測が発生した時刻の秒データは書き込まれず、デ

ータが存在する時刻の秒データのみが書き込ま

れている。 

日報および月報を作成する際に使用する項目

は、計測された時刻（図 1 の A 列）、風車の回転

数（図 1 の B 列）、発電機の出力電圧（図 1 の C

列）、発電機の出力（図 1 の E 列）、風速（図 1 の

F 列）、風向（図 1 の G 列）、発電機の温度（図 1

の H 列）である。 

なお、風速計は 1 号機にのみに取り付けられて

いるため、風速のデータとしては 1 号機のデータ

のみを用いる。風向計は 5 号機のみに取り付けら

れているため、風向のデータとしては 5 号機のデ

ータのみを用いる。 

 
２-２．風車稼働日報の雛形 

 日報の雛形ファイルは、Excel 形式であり、計

7 枚のシートで構成されている。そのうち、実際

に作業するシートは 3 枚である。1 枚目は、各風

車の秒データ（1 号機の風速秒データ、5 号機の

風向秒データ、各風車の回転数、発電機の温度、

出力電圧、出力）を貼付するシートである。また

当該シートには、予め時刻（00:00:00～23:59:59）

だけでなく、平均値および最大値を出力するため

の数式が記述されている。図 2 に、一部抜粋した

日報雛形の秒データ専用シートを示す。 

2 枚目は、1 秒ごとに計測されたデータを 1 分

ごとに平均した値を貼り付けるシートであり（図

3）、3 枚目は、10 分ごとに平均した値を貼り付け

るシートである。2 枚目と 3 枚目のシートで平均

を取る項目は、1 号機の風速秒データと各風車の

出力秒データである。以上 3 枚のシートに数値を

貼付すると、別シートにあるグラフ（図 4）に反

映される。 

なお、関係者に日報を展開する際は、作成され

たグラフをさらに別のシートに画像として貼り

付け、当該シートのみを PDF ファイルに変換し

て配布している。 

 

 

 
図 2 日報雛形の秒データ専用シート（一部抜粋） 

 

 
 

図 3 日報雛形の 1 分平均専用シート（一部抜粋） 
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図 4 日報雛形のグラフ専用シート（一部抜粋） 

 
２-３．風車稼働月報の雛形 

図 5 に、月報の雛形ファイルを一部抜粋したも

のを示す。月報の雛形ファイルも、日報の雛形と

同様で Excel 形式である。月報雛形には、日付、

日平均風速、日卓越風向（1 日で最も発生頻度が

高い風向）、各風車の日平均出力、日総発電量、設

備利用率（実際の総発電量÷風車がフル稼働して

いた場合の総発電量）、風車稼働時間を入力する

表がある。日平均風速および日平均出力は、その

日に計測された風速および出力秒データの平均

を取った値であり、その値を表に書き込む。日総

発電量と設備利用率、風車稼働時間を算出する式

は以下に示す。 

 
日総発電量 Q [kWh] =∑ W୧

୬
୧ /3600000 

設備利用率 [%] =（100×Q）/（A×H） 

風車稼働時間 H [h] =24×n/86,400 

 
Wi：1 秒ごとに計測された出力（i=1,2,3…n） 

n：1 日で計測した回数（ファイルのデータ数） 

A：風車の定格出力（A=3[kW]） 

 
また、図 5 には記載されていないが、5 号機の

風向データから算出した、16 方位の風向発生回数

を入力する表が存在する。16 方位の中で最も発生

回数が多い風向を日卓越風向として、図 5 の表に

書き込む。表に数値が入力されると、表の下に描

写されたグラフ（図 6）に反映される。 

関係者に月報を展開する際は、作成された表と

グラフ部分を PDF ファイルに変換して送付して

いる。 

 

 
 

図 5 月報雛形の表（一部抜粋） 
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図 6 月報雛形のグラフ 

 
３. 自動作成プログラム 

 風車稼働日報・月報作成の主な作業は、計測デ

ータまたは計測データをもとに算出した値を雛

形に貼付することである。前年度まで、風車稼働

日報・月報の作成に従事していたスタッフは、手

作業で値を雛形に貼り付けて報告書を作成して

いた。 

しかし、この方法では時間がかかる、人為ミス

が起こり得る、という欠点があった。今後当該業

務を行うのは未経験者 2 名であり、うち 1 名は、

作業で使用する Excel の操作に慣れていない者で

あった。そのため、手作業で行う操作は極力少な

くする必要があった。 

そこで、日付を入力するだけで日報および月報

の雛形に貼り付けるデータのファイルを生成し、

その後データを自動で雛形に貼付するプログラ

ムを作成した。今回使用したプログラムの言語は、

Python である。 

 
３-１. 日報雛形の秒データ専用シートに貼付す

るデータファイル生成 

2-1 節で説明した通り、毎日送られてくる各風

車の計測データファイルには、少なからず欠測が

存在する。一方 2-2 節で説明した通り、日報の雛

形には、00:00:00～23:59:59 までの時刻が漏れな

く書き込まれている。もし計測データをそのまま

貼り付けた場合、欠測が発生した分だけ、最後の

時間帯にデータが何も書き込まれない問題が発

生する。これを防ぐには、計測が行われた時刻の

行にのみデータを貼付して、データが存在しない

時刻のセルには何も書き込まない処理が必要で

ある。 

そこで、風車 5 台分の秒データに上記の処理を

施し出力したファイルを生成するプログラムを

作成した。図 7 に、秒データファイル作成用プロ

グラムのフローチャートを示す。 

 

 
 

 

 

図 7 秒データファイル作成用プログラムの

フローチャート 
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３-２. 日報雛形の 1 分平均／10 分平均専用シー

トに貼付するデータファイル生成 

計測されたデータから 1 分ごとおよび 10 分ご

とに平均値を算出する操作も、手作業で行うのは

非常に骨が折れる作業である。よって、指定した

間隔で平均値を計算し、ファイルに出力するプロ

グラムを組んだ。図 3 の 1 分平均専用シートに合

わせて、00:00～23:59 まで 1 分間隔で、風速およ

び各風車で計測された出力の平均値を書き込ん

だファイルを生成するようにコーディングした。

10 分平均も同様に、00:00～23:50 まで 10 分間隔

で、風速および各風車で計測された出力の平均値

をファイルに書き込む仕様にした。 

 

３-３. 月報雛形に貼付するデータファイル生成 

 月報作成も自動化するため、月報雛形に貼付す

るデータのファイルを生成するプログラムを作

成した。日平均風速、日卓越風向、各風車の日平

均出力、日総発電量、設備利用率、風車稼働時間

および16方位別風向発生回数を日ごとに計算し、

月報雛形に合わせて値を書き込むようプログラ

ミングした。 

 
３-４. データ貼り付け作業の自動化 

 3-1～3-3 節で作成したファイルのデータを、日

報および月報雛形の所定の位置に自動で貼り付

けるプログラムを作成した。Excel を操作する

Python のライブラリは複数あるが、当該プログ

ラムでは、「xlwings」というライブラリを使用し

た。理由は、他のライブラリを用いても、データ

の貼り付けは可能であるが、データを貼付した日

報および月報のファイルを開くとグラフが表示

されない問題が発生するためである[2]。 

 
３-５. 風車稼働日報・月報の自動作成 

 3-1～3-4 節で記述したサブプログラムを用い

て、風車 1～5 号機の稼働日報・月報を自動で作

成するメインプログラムを組んだ。その後、メイ

ンプログラムのショートカットを作成し、デスク

トップに配置した。 

 
４. プログラム実行時の様子 

プログラム実行時の様子を図 8～16 に示す。 

まず、作業担当者はデスクトップにあるメイン

プログラムのショートカットをダブルクリック

する。すると黒いウィンドウ（図 8）が現れ、日

付を入力するようメッセージを表示する。図 8 で

は、「20190527」（2019 年 5 月 27 日）と入力し

ている。 

日付入力後、まず月報がすぐに作成される（図

9）。出力された月報のファイルには、5 月 1 日～

27 日までの値が表に書き込まれており（図 10）、

表の下にあるグラフ（図 11）に反映されている。

使用者は値の確認をしたのち、完成した月報のフ

ァイルに名前を付けて保存する。 

その後、しばらく待機すると、今度は日報が作

成される（図 12）。日報の秒データ専用シート（図

13）、1 分平均専用シート（図 14）、10 分平均専

用シート（図 15）に値が貼り付けられており、グ

ラフシート（図 16）に反映されている。再度数値

確認を行った後、日報のファイルに名前を付けて

保存すれば、作業完了である。 

 

 
 

図 8 プログラム始動時のウィンドウ 
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図 9 月報完成時の様子 

 

 
 

図 10 完成した月報の表（一部抜粋、図 9 の赤枠①の部分） 

② 

①  
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図 11 完成した月報のグラフ（図 9 の赤枠②の部分） 

 

 
 

図 12 日報完成時の様子 

 

 

 
図 13 完成した日報の秒データ専用シート（図 12 の赤枠③の部分） 

③ 
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図 14 完成した日報の 1 分平均専用シート（一部抜粋） 

 

 

 
図 15 完成した日報の 10 分平均専用シート（一部抜粋） 

 

 
 

図 16 完成した日報のグラフ専用シート（一部抜粋） 
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５. 最後に 

 本稿では、伊都地区にある定格 3kW 風車の稼

働日報・月報自動作成プログラムについて紹介

した。当該プログラムを利用すれば、日付を入

力するだけで簡単に報告書が作成できるように

なっており、実際に風工学分野のスタッフが利

用している。当スタッフにプログラムについて

ヒアリングしたところ、「作業手順で分かりにく

い点がない」、「プログラムが問題なく動作して

いる」という声を頂いた。 

現在まで、本プログラムに関する問題は報告さ

れていないが、もしプログラムに問題が発生した

場合は、筆者または Python に精通した者しか対

処・改修できない恐れがある。そのため、今後の

課題として、他の人員でもプログラムコードを容

易に解読でき、かつ修正および変更できるように、

コードを改良する必要がある。 
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